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SRAP(Scheduled Random Access Protocol)[1]という MAC
プロトコルを元に拡張された Onehop-SRAP の手法を整理








信完了の ACK 信号を送信する. 
また,隠れ端末問題低減のため,データ送信端末は RTS
を送信し通信を周囲の端末に知らせ,受信端末は返事とし























 head から 1hop 内の端末全てに SRAP のアルゴリズムを

























Multihop-SRAP ではスケジュールされた端末が head の
送信範囲外にある端末の影響を受けることがある.図 1 は
Node4 の通信のため Node5 が CTS を返せない状況であ
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図 1 Multihop-SRAP 端末配置例 
